
湯
殿
川
は
京
王
高
尾
線

と
Ｊ
Ｒ
横
浜
線
の
間
を
東

に
流
れ
、
多
摩
川
に
注
ぐ
。

カ
ル
ガ
モ
、
セ
キ
レ
イ

や
鵜
が
憩
う
。

こ
の
辺
り
は
湯
殿
川
が

台
地
を
削
っ
て
出
来
た
谷

が
平
野
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
谷
の
南
側
か
ら
北
西

を
眺
め
た
。

こ
の
谷
に
は
畑
が
拡
が

る
。
八
王
子
市
は
東
京
都

下
随
一
の
農
業
生
産
高
を

誇
っ
て
い
る
。

こ
の
辺
り
の
、
あ
ち
こ

ち
に
野
菜
の
無
人
販
売
所

が
あ
り
、
新
鮮
な
季
節
の

野
菜
が
手
に
入
る
。

畑
の
間
を
の
ん
び
り
歩

き
、
こ
う
し
た
無
人
販
売

所
を
訪
れ
る
の
は
楽
し
い
。

休
日
に
は
近
く
の
住
宅
街

か
ら
子
供
連
れ
が
や
っ
て

く
る
と
云
う
。

向
か
い
の
丘
に
は
ひ
と

き
わ
目
立
つ
五
重
塔
が
あ

る
。
光
明
第
五
保
育
園
の

あ
る
雲
龍
寺
だ
。

春
霞
に
奥
多
摩
の
山
々

が
連
な
っ
て
い
る
。
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湯

殿

川

の
向

こ

う

東
京
都
八
王
子
市
山
田
町

二
〇
二
一
年
四
月

毎日曜発行するつもりですが、予告なく休むことがあります。

現
在
の
日
本
の
法
律
で

は
、
男
女
が
結
婚
す
る
時
、

男
女
い
ず
れ
か
の
氏(

法

務
省
は
姓
や
名
字
を
氏
と

呼
ぶ)
を
夫
婦
の
氏
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

氏
の
歴
史
は
僅
か
百
年

｢

選
択
的
夫
婦
別
姓
制

度｣

へ
の
支
持
が
拡
が
っ

て
い
る
一
方｢

別
姓
に
な

る
と
家
族
の
一
体
感
が
な

く
な
る｣

と
の
反
対
も
。

し
か
し
、
徳
川
の
時
代
、

庶
民
に
氏
は
無
か
っ
た
。

一
八
九
八
年(

明
治
31)

施

行
の
旧
民
法
で｢

戸
主
と

家
族
は
家
の
氏
を
名
乗
る｣

と
さ
れ
夫
婦
同
姓
と
な
っ

た
。
高
々
百
年
ち
ょ
っ
と

の
歴
史
。
そ
れ
以
前
、
家

族
に
氏
は
無
く
て
も
一
体

感
は
あ
っ
た
と
思
う
。

翻
っ
て
海
外
を
見
る
と
、

中
国
、
台
湾
、
南
北
朝
鮮

で
は
別
姓
。
英
国
に
は
姓

を
律
す
る
法
律
は
無
く
、

伝
統
的
に
妻
が
夫
の
姓
を

称
す
る
。
中
高
の
英
語
の

教
科
書
で
夫
婦
別
姓
の
場

面
が
出
て
来
な
か
っ
た
訳

だ
。
一
部
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

諸
国
で
は
二
十
世
紀
初
頭

に
夫
婦
同
姓
と
さ
れ
た
が
、

二
十
世
紀
末
に
な
っ
て
夫

婦
別
姓
も
可
と
な
っ
た
と

い
う
。
一
九
九
〇
年
頃
イ

タ
リ
ア
の
住
宅
街
を
歩
く

と
、
殆
ど
の
家
の
表
札
に

二
つ
の
名
字
が
あ
っ
た
。

知
人
に
聞
い
た
ら｢

夫
婦

別
々
の
姓
だ
か
ら｣

と
云

わ
れ
た
。

選
択
的
夫
婦
別
姓
を

現
在
日
本
で
は
九
割
以

上
の
夫
婦
が
男
性
の
姓
。

女
性
は
姓
の
変
更
で
、
結

婚
前
の
仕
事
の
成
果
を
無

視
さ
れ
た
り
、
改
姓
の
諸

手
続
に
忙
殺
さ
れ
る
。

国
連
女
性
差
別
撤
廃
委

員
会
か
ら
同
姓
制
度
の
改

正
を
、
三
回
も
勧
告
さ
れ

て
い
る
。
そ
ろ
そ
ろ
選
択

的
夫
婦
別
姓
に
し
た
ら
？

夫 婦 同 姓 は た か だ か 百 年

あ
な
た
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？

先
週
は
お
休
み
し
ま
し
た


